
科目「ＳＳＨ研究Ⅰ」単元「基礎スキル演習」資料【主体性、課題】 

 

１．主体性の定義 

① 自主性と主体性の違いは？ 

・自主性とは、やるべきと定められたことを人に言われず取り組むこと。 

・主体性とは、自分を認識し、周囲の状況を把握し、自分が何をなすべきか自分で設定して、それを

人に言われず取り組むこと。 

② 主体性の中身は？ 

・主体性は、「粘り強い取組」と「自らの学習を調整」の２つにより構成される。 

・例えば、勉強や部活動での主体的な取組のプロセスについて、次の模式図に示す。課題研究につい

ての主体的な取組も同様。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．課題の定義 

① 課題とは何か？  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 課題研究に向けて、現状を知り、目標を設定するために、あなたがすべきと感じたことは何か？ 

・現状を知るには→（                                  ） 

・目標を設定するには→（                                ） 

目標 

差（ギャップ）＝ 課題 

「目標」を設定するには、自然科学分野のある事象について理論的背

景や付随する知識を身に付けておかなくては無理。具体的には、論文
で先行研究を調べる、教科書の該当する部分を自分で先に学習する、
人に尋ねるなど。 

＝ 課題研究の対象 
 ・第三者に「価値」を感じてもらえる。 
 ・自然科学分野の真理追究でもよい。社会課題

解決を目指してもよい。 現状 

「現状」を知るには、普段から自然科学分野に関心を持って身の回り

のいろいろな事象に接することが必要。具体的には、授業中・部活動
や日常生活での「なぜ？」、社会で起きている不都合などに対する疑
問、現場に行って見聞きしたことなどをメモに書き留めておくなど。 
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周囲の状況 
Ａ  Ｂ  Ｃ 

周囲の状況を把握 

現状 目標 

自己を認識 目標を設定 

粘り強く取り組んでいくと、周囲の状
況との関係や目標までの距離が変化 

周囲の状況 
Ａ  Ｂ  Ｃ 

現状 目標 

周囲の状況 
Ａ’ Ｂ’ Ｃ’ 

次に向けて
目標を調整 

周囲の状況との 
関係を調整 

現状 次の目標 

周囲の状況を把握し自己を認識する

ことで、現状を把握できるようにな
る。現状把握ができて目標を設定でき
るようになる。 

現状から目標まで粘り強く取り組ん

でいくと、周囲の状況との関係や目標
までの距離が変化していく。 

次に向けて、周囲の状況との関係や目

標を調整する。そしてまた粘り強く取
り組んでいく。 


